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 今回の実験で使用した使用機器を表 1 に示す． 
 
表 1 使用機器一覧 








非接触温度計 カスタム IR－310WP 




















図 2 硬度計 
 
3.2 硬度計 (鉛筆法) 
付属の鉛筆の芯を 5～6mm 露出させ，図 4 に
示すように試験器にセットすると，芯の先端に
750±10g の荷重がかかった状態で 45±1°角度とな
る．これを 0.5〜1mm/s の速度で最低 7mm の距
離を移動させる． 







② 本体は金属製で車輪が 2 つ付いている． 
③ 鉛筆を 45±1°で保持できる． 














































使用材料を表 2 に示す． 
 



















では前者として K 社製フッ素クリヤー(以下 A)
を，後者として K 社製耐スリ傷向上性クリヤー
(以下 B)と R 社製自己修復型クリヤー(以下 C)，




























































































5.2 硬度 (鉛筆法) 







図 10 のように 50ｇのおもりを載せた P1500
番のサンドペーパを試験板の上で 10 回往復さ
せ，擦る前，擦った直後，30 分後，60 分後，90

















































Aクリア 111 31 33 36 38 44
Bクリア 108 45 53 50 49 56
Cクリア 116 56 74 72 78 85
Dクリア 115 48 63 67 68 80















表 3 硬度 
 A B C D 
通常ク
リヤー 
鉛筆法 3H 3H H 2H H 




















































































図 13 光沢度変化 (室温) 
クリヤー 
A クリヤー 









Aクリア 113 58.5 67 70.5 74 74
Bクリア 117 99 107 107 112 110
Cクリア 118 89 97 104 108 104
Dクリア 111 94 98 103 105 105
























































D は C に似た変化をするが，C に比べてスリ傷














































図 14 光沢度変化 (加熱) 
クリヤー 
A クリヤー 
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